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沼田市の保育料は、１子、２子、３子以降が同時入園している

場合のみ２子が半額、３子以降が無料という条件付き軽減制度で

すが、今回３子以降の保育料に関して、１子が保育園を卒園して

も小学校３年生になるまでは無料になるという「軽減制度を拡充」

するという説明が、予算内示会でありました。２子の半額につい

ては、従来通り同時入園が条件となります。 

 １０日に沼田市新年度予算の内示がありました。それによると、１１年

度の一般会計予算規模は、２０２億４,０８１万５,０００円で、前年度当初

予算と比較して７,５２４万５,０００円、０、４％の減少です。 
また、一般会計及び特別会計等をあわせた予算規模は、３３７億４,６９

１万３,０００円で、対前年度比０、２％の減です。 

 

             中心市街地区画整理事業には３億２

千万円が予算化されました。１街区

（上之町北側）の建設工事が始まって

いますが、１１年間で使われた４９億

円のほとんどが、住民などへの建物の

改築を含めた物件補償費と土地の買 
収費です。今回も物件補償費が中心ですが、改修された店舗は新し 
くなっても店舗数は減少し、活性化とはほど遠い現状です。街なか 
の再生は必要なことですが、街を壊していく区画整理事業でのやり 
方は間違っています。抜本的見直しが必要です。 

 民生費は１１億２千万円の子ども手当などの予算計上で、５３億５千万円、

前年比７.１％の増となりました。 
保育料軽減の拡充、学童保育所の新設、予防接種事業などの前進はあります

が、本格的な子育て支援や高齢者医療・介護などの支援の予算化はありません

でした。負担が極めて高く生活費に食い込む国保税の引き下げや学校給食費・

保育料の無料化、高齢者医療の無料化など本格的な福祉・医療の前進が必要で

はないでしょうか。 

 公共事業と呼ばれる普通建設事業費は７億７千万円で、前年比１４％の減と

なりました。しかし、１０年度の補正予算が３月議会に提案される予定で、そ

の中に７千万円の普通建設事業費があり、１１年度に繰り越されるので、実質

６．３％の減になります。また特別会計で下水道事業が約３億円など実施され

ます。問題は、市内の景気に直接影響が出る市内中小建設業者むけの事業費が

どのくらい確保されているかということではないでしょうか。「住宅リフォー

ム助成事業」の実施要求などを含めて、３月議会で質していきたいと思います。 

 次年度以降の改築に向けて、沼中校舎の耐震診断などが行なわれます。市の意

向としては、木材をふんだんに取り入れた校舎をめざしているようです。 

 

建設工事が始まった上之町１街

区 右はホテルベラヴィータ 


